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土地区画整理事業に伴い、このたび、埋蔵文化財の発掘調査が実施 された山宮町は、甲

府盆地の西北端に位置 し、近年、急速に宅地化が進行 している地域でございます。また、

甲府市教育委員会で設定 した史跡散策路「北山野道」の西の出発点に位置づ け られるほど

に、文化財や 自然が多 く残 された地域で もあ り、古 くは志麻荘 と呼ばれていま した。

一帯には古墳や古代の遺跡 も多 く知 られ、弘法大師伝説が伝承 されていた り、厄除地蔵

尊で有名な塩沢寺や湯村温泉 もこの地域 にあ ります。そ して今回の発掘調査 に より、新た

に縄文時代前期か ら人々が生活を営んでいた状況が明らかにな りました。。

近年、全国各地の自治体で地域の資源 を積極的に活用 したまちづ くりが推進 されてお り

ますが、本市で も「甲府市新総合計画」に、歴史・伝統文化 。自然 。伝統産業 などを保護

しつつ、地域の活性化に活か してい くことが基本方針の一つ として位置づ けられてお りま

す。そのためには、地域の歴史を正 しく掘 り起 こしてい くことが不可欠ではないで しょう

か。

米車追跡の場合、約二千年 も前の集落跡であるため、直ちにまちづ くりに活用 してい く

ことはで きませんが、山宮地域における人々の生活の始 ま りを語る上で極めて貴重な発見

となってお りますので、本書が縄文時代研究の一助 として、また郷上の歴史 。文化への理

解 を深めるために、多 くの方々に活用 されますことを願ってやみません。

最後 にな りましたが、本書の刊行にあた り、試掘調査か ら本調査 に至るまで、甲府市山

宮町土地区画整理組合には多大なる御協力をいただ き、厚 く感謝申し上げる次第でござい

ます。 また、発掘調査に従事 されました方々に、衷心 より御礼申し上げます とともに、今

後 とも引 き続 き御指導・御鞭撻 をよろ しくお願いいた します。

平成 13年 3月

甲府市教育委員会

教育長 金 丸 晃
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1 本書 は、 山梨 県 甲府 市 山宮町 252呑地 ほか に所在 す る米 草遺跡 の調査報 告書で あ る。
2 発掘調査 は組合 施工 の区画整 理事業 に先立 ち、 甲府 市教 育委員会 が実施 した。
3 調査 は試掘調査 と本調査 に分 けて実施 した。各調 査期 間 は次 の とおりで あ る。
試掘調査  平成 7年 11月 21日 ～ 12月 4日

平 成 12年 5月 2日 ～ 6月 9日

本 調 査  平 成 12年 7月 11日 ～ 8月 29日
4 報告書 の執筆 は、 市瀬 文彬 (文化芸術課 長 )を 編 集 責任者 と し、伊 藤正 幸が行 った。
5 挿 図の作 成 は、 内藤真 千子が行 った。
6 遺物及 び本書 の作 成 に係 る記録 図面 、記録 写真 な どは、 甲府 市教 育委員会 が保 管 して
い る。

7 S発掘調査 か ら報 告 書作 成 までの間、 甲府 市 山宮町土地 区画整 理組合 か らご指導 、 ご助

言 を賜 った。記 して感 謝 申 し上 げ る。

例

1 遺構・遺物番 号 は、各調査地 区単位 で通 し番 号 と した。
2 遺構 名 は、各遺構 の性格 や形状 に応 じて付 した。
3 全体 図及 び遺構・ 遺 物 の実測 図の縮尺 は、 図 に示 した とお りで あ る。
4 遺構 図面 にお け る数値 は海抜高度 を表示 し、 単位 は mで ぁ る。
5 遺跡全体 図 にお け る国土座標 の数値 は、平面 直角座標 第ⅥⅡ系 (原 点 :北緯 36度 00分 00

秒 東経 138度 30分00秒)に基づ く座標 数値 で あ る。
6 各遺構 中 に表 示 した北 を示す方位 は磁 北 を表 す。西偏約 6度 20分で あ る。
7 本書 で用 いた地 図 は国土交通省 国土地 理院発行 の地 形 図 (1:25,000)及び 甲府 市発 行
の都 市計 画図 (1:2,500)で あ る。
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第 1章 概

第 1節 遺跡の位置 と立地

金峰山麓 に端 を発 した荒川 は、上流部 に板敷渓谷、御岳昇仙峡などの景勝地 を形成 しな

が ら甲府盆地へ と流れ込む。

急唆な流路 は甲府盆地 に入 ると緩やかにな り、随所 に自然堤防を残 しなが ら規模の小 さ

な扇状地 を形成す る (以下「荒 )II扇 状地」と呼ぶ )。 荒 ,II扇状地の扇央部 は、敷島町 との境、

金石橋の標高340m付近 に認め られ、扇端部 は、湯村 山か ら音羽橋付近 をとお り赤坂台地 (北
巨摩郡双葉町)へ と続 く290mの等高線のあた りになる。さらに南の中央本線付近 にも扇端
部 を窺わせ る標高280mの 等高線が認め られ るが、敷島町 に入 ると釜無川氾濫原 に吸収 され
ていることがわか る。

荒 )II扇状地上 にはこれ までにも、縄文時代か ら中世 にいたる多 くの遺跡が確認 されて き

た (第 1図 )。 河川 と山地・丘陵地 を背景 として、人々の生活が連綿 と営 まれて きたことを
うかがわせ る。 この扇状地上 に位置す る遺跡の うちこれ までに発掘調査 された遺跡 は、榎

田遺跡、音羽遺跡 (以上 甲府市 )、 金の尾遺跡、御岳田遺跡 (以上敷島町)等 をあげること
がで き、いずれ も弥生時代か ら古墳時代 を中心 とす る良好な資料 を検 出 している。 また加

牟那塚古墳、穴塚古墳 (以上 甲府市 )、 大塚古墳、大庭古墳 (以上敷島町)等、後期古墳 も
多 く確認 されている。 また古 くか ら荒川 は「荒ぶれる川」であ り、音羽橋付近 には中世以

降の治本の痕跡 (い わゆる「信玄堤」「かすみ堤」)が認め られ る。
米草遺跡 は荒川扇状地の扇央部か ら700mほ ど南東 に下 った場所 に位置す る。遺跡の東側
には比高差 130m余 を測 る山地 (片 山)があ り、西は荒 )IIに 接す る。地形 を糸日か く観察す る
と、米革遺跡 は自然堤防上 に位置す ることがわか るが、同時に集落 としては極めて狭熔な

範囲に存在 している (第 2図 )。

第 2節  調査にいたる経緯

平成 7年、米草古墳の周辺 7 haお よぶ土地区画整理事業が計画 された。 当初 は事業地内
で確認 されていた埋蔵文化財包蔵地 は米草古墳のみであったが、地形及び周辺部、特 に敷

島町の状況などか ら、甲府市教育委員会では詳細な試掘調査 を実施 した。

試掘調査 は平成 7年 11月 21日 か ら同年 12月 4日 まで実施 した。当初か らその存在が予想
されていた米車古墳 を中心 として、開発地域全域 に1.5～ 2.Om四 方のグ リッ ド40ヶ 所 と、
地籍図等 により古墳 と推定 され る 3箇所 に トレンチ 6本 を設定 し (第 3図 )、 重機 と人力に
より砂礫層 まで掘 り下げを行 った。

その結果、別表の とお り11か所のグ リッ ドか ら、遺構 は検 出されなかった ものの縄文土

器片、古墳時代の上師器、須恵器、近世陶磁器が少量ではあるが確認で きた。特 に27号グ
リッ ドは、位置的 に南側の土地 より2mほ ど高 く、土器の出土量等か ら判断 し、 この付近
に縄文時代の集落等が存在 した可能性 を想定 した。

一方、 6か所設定 した トレンチか らは遺構 は検 出されなかった。遺跡地図に記載 されて
いる米草古墳か らも近世の遺物が数点検 出されたのみで、墳丘 と考 えられた石積 み も近世

か ら近代 にかけて積 まれた もの と判断 された。

この試掘調査結果 を踏 まえ、発掘調査 を必要 とす る区域 を確定 し、発掘調査費用の積算

をす るため、さらなる詳細 な試掘確認調査 を平成 12年 5月 2日 か ら 6月 9日 まで実施 した。
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1.深沢A(古墳)2深 沢B(縄文)3.深沢 C(縄文)4.末法 (古墳)5.深沢D(縄文)6.金の尾 (縄文・弥生・古墳)
7.御岳田(古墳・平安・中世)8.泉尻A(古墳)9,泉尻A(弥生・古墳・中世)10.本寸上A(古墳)11.オ寸上 B(古墳)12.
村上 C(古墳)13本寸上D(平安。中世)14.布寸上E(平安・近世)15.村上 F(古墳。中世)16中沢A(平安)17.中沢 B(縄
文)18.中沢 C(平安)19.大下条第 1(古墳)20,大下条第 2(古墳)21,大下条第 3(古墳)22,大下条第 4(古墳・平安)
23大下条第 5(古墳・平安)24,大下条第 6(平安)25。 中沢D(古墳)26.中沢 E(古墳)27,大下条第 7(古墳。平安)28,
大下条第 8(古墳)29大下条第 9(古墳)30,大下条第 10(古墳)31大下条A(古墳・平安)32大下条B(古墳)33大
下条C(古墳・平安)34.冷田A(古墳)35.冷田B(古墳)36。 大下条D(古墳)37.冷田C(古墳・平安)38.冷田D(古墳)
39.冷田E(縄文・古墳)40.オす上G(古墳)41.中沢 F(縄文・古墳)42中沢G(古墳)43.村上H(古墳)44村上 I(平安)
45,村上 J(古墳)46村上K(平安)47.寺前 (縄文)48.御証作A(縄文・古墳)49.御証作B(奈良)50松の尾 (古墳・平
安)51.松の尾A(古墳・奈良・平安)52.松の尾 B(古墳)53.松の尾C(奈良)54.往「岳田A(古墳)55三味堂A(平安)
56.三味堂B(奈良・平安)57.冷田F(古墳)58.宮地西A(古墳・奈良)59.宮地西B(古墳・奈良)60.不動ノ木A(縄文・

古墳)61.不動ノ木 B(奈良 。平安)62不動ノ木 C(古墳・奈良)63.前田A(古墳)64.金 ノ宮A(奈良・平安)65.前田
B(奈良)66.日 ノ詰(古墳)67中更 (平安)68.塚 田A(縄文・古墳・奈良)69.塚 田B(縄文・中世)70.塚田C(縄文・
奈良)71.塚田D(縄文 。古墳・平安)72,大庭A(古墳)73.大庭B(奈良)74,大庭古墳 (古墳円墳)75.山宮地A(奈良・

平安)76.塚田E(奈良・平安)77山宮地B(縄文・古墳)78.山宮地C(平安)79.石原田A(縄文)80.続村 (奈良・平安)
81.石原田B(古墳・奈良)82.金ノ宮 B(縄文)83.原 A(奈良・平安)84.天狗沢瓦窯跡 (奈良)85,笹原 (奈良・平安)86.
上峯A(平安)87.北 ,II第 1(平安)88.上峯B(奈良・平安)89.西ノ原A(中世)90。上峯C(奈良)91,原 B(奈良・平安)
92北川第 2(奈良・平安)93,大塚 (縄文)94大塚古墳 (古墳円古墳)95.宇内薮A(奈良)96内薮B(古墳)97.村東A
(古墳)98.オ寸東B(古墳)99,オ寸東C(平安・中世)100.村東D(平安)101.上ノA(近世)102.峯 A(奈良・平安)103.西
ノ原B(縄文・平安)104.宮前A(縄文。奈良)105.峯 B(縄文)106.峯 C(中世)107.村元 (縄文)108.宮前B(平安)109.
上ノ段B(縄文)110上ノ段C(縄文)111.米車 (縄文)112山 之神 (中世)113.鳴塚 (平安)114.御蔵 (古墳・平安)H5.
天神北 (古墳・平安)116.天神西 (古墳)117.榎田(弥生 。古墳・奈良・平安)118.跡部 (古墳)119.西大坂A(縄文)120.
西大坂B(平安)121.塚本 (古墳)122.音羽 (弥生・古墳・奈良・平安)123.神田(弥生・古墳・茶良・平安)124.金塚西
(縄文・古墳)125,穴塚古墳 (古墳 。円墳)126.平石 (平安)127.豆田(中世)128前 田 (中世)

第 1図 周 辺 の 遺 跡
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第 2図 周辺 の地形 (☆ =調査地点 )
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番 号 大きさ i条さ 遺 物

G-1 2.OX2.0 土 器

G-2 2.0× 2.0
G-3 2.OX2.0
G-4 2.OX2,0
G-5 2.0× 2.0 江戸時代磁器

G-6 2.0× 2.0 土師器・須恵器

G-7 2.OX2.0
G-8 1.5Xl.5
G-9 1.5Xl.5
G-10 2.OX2.0

G-11 2.OX2.0

G-12 2.OX2.0 須恵器

G-13 2.OX2,0

Cユー14 2.OX2.0

G-15 2.0× 2.0 土 器

G-16 2.OX2.0 土器

G-17 2.OX2.0 土器・陶器

G-18 3.OX2.5

G-19 1.8Xl.8

G-20 2.OX2.0

G-21 1.5Xl.5 1.6

G-22 1.8Xl,8

G-23 2.OXl.5 土器

G-24 1.7X2.0

G-25 2.OX2.0

G-26 1.5Xl.5 江戸時代磁器

G-27 1.5Xl.5 諸磯式土器

G-28 1.5Xl.5 1.7 土器

G-29 1.5Xl.5

G-30 1.5Xl.5

G31耕 作中につき発掘せず
G-32 1.5Xl.5

G-33 1.5Xl.5

G34耕作中につき発掘せず
G-35 2.OX2.0

G-36 1.5Xl.5 ７
ｒ

G-37 1.5Xl.5

G-38 1.5Xl.5

G-39 1.5Xl.5 1.1

G-40 2.OX2.0

T-1 8.OX2.0
T-2 7.OX2.0
T-3 7.OX7.7 染付 。青磁・陶器

T-4 7.OX2.0
T-5 8.5X2.0
T-6 2.OX2.5

第 3図 試掘調査位置図
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この調査 結果 を基 に、平成 12年同年 7月 11日 か ら同 8月 29日 まで発掘調査 を実施 した。

第 3節  調査方法

発掘調査 は トレンチ調査 を基本 とし、機械 と人 力で順次掘 り下 げ、必要 に応 じて拡張 し

た。第 4図 に示す とお り、調査対 象地北側 隅 にA-1杭 を設定 し、調査 区の区画 に合 わせ
て束西方 向へ A～ F、 北 か ら南へ 1～ 13を 設定 した。 したが って国土座標 には一致 してい

ないため、図郭 に入 れ た。

調査地 は北 か ら 1区・ 2区・ 3区・ 4区 と区別 し、 それ ぞれの調査 区で遺構 の種類 に応
じて 1番か らの遺構番 号 を付 けた (第 4図 )。

第 4節  調査組織

調査主体  甲府 市教 育委員会

調査担 当者   本 調 査  伊 藤正幸 (文化財主事 )
試掘調査  志村 憲― (文化財主事 )

協 力機 関    甲府 市 山宮町土地 区画整理組合

調査 ス タ ッフ

[発 掘  調  査 ] 本道  政清   本道  歌 子   平沢  則 子   倉 田 勝 子
知見寺照子   古屋袈裟男  鈴木  正文  川 口 格一
岸本  美苗   佐 田 金子   渡 辺百合子   武井美知子
金井 い く代

[遺物・ 図面整 理 ] 内藤真千子
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第 2章 調査成果
第 1節  概要

今回の調査では 1区 中世、 3区縄文時代前期 という対比 を示 した。 l区か ら 2区へ、 2
区か ら 3区へ とそれぞれ連続する トレンチ内部か らは時代の移行 を示す資料 は検 出されず、
1区 を深掘 りして も下層は河原石の堆積が見 られ るのみで、各区域内で も同一の時代の遺
物が検 出された。

第 2図 に示す とお り、北か ら南へ傾斜 し、第 1区の遺構面の標高が327.Om前後であるの
1こメ寸し、 第 3区で 1ま 326.Om程で、 調査区全体白勺には1.Om程の上ヒ高差が認め られ る。

第 2節  遺構 と遺物

1 1区 の遺構 と遺物

調査面積 は167.4m2余 り、中世 を主体 とし、遺構 として土羨 9基 (SK l～ 8、 10)、 集石
土羨 1基 (SK 9)、 溝跡 6本 (SDl～ 6)、 小竪穴 (ピ ッ ト)113基 が確認 されている。位置
的には調査範囲の中で最 も高 く、遺構面での標高は326.9m前後 を測 る。調査区西端 (荒川
寄)に は多 くの 自然礫 (川 原石 )が堆積 していた。

(1)遺構 (第 5図 )

E土 境 ]
1区西側 に集中 している。いずれ も現地表下 30cmか ら検 出された。
1号土羨  Dlグ リッ ドに位置す る。東西 90cm、 南北 80cm、 深 さ80cmを測 る。 4号溝及び
9号土羨 と重複す る。出土遺物な し。

2号土羨  Dlグ リッ ドに位置す る。東西 116cm、 南北 114cm、 深 さは西側で30cm東側では
10cmを 測 る。出土遺物な し。

3号土羨  E2グ リッ ドに位置す る。東西 88cm、 南北 106cmの 楕円形 を呈 し、深 さ20cmを測
る。出土遺物な し。

4号土羨  Flグ リッ ドに位置す る。東西 114cm、 南北 86cm、 深 さ10cmを 測 る。出土遺物な
し。

5号土羨  Elグ リッ ドに位置す る。東西 82cm、 南側 を 4号溝 に、西側 を 6号土羨 に切 ら
れていた。深 さは10cm。 出土遺物な し。

6号土羨  Elグ リッ ドに位置す る。東西 76cm、 南北 70cm、 深 さ15cmを 測 る。一部 4号溝
に切 られている。出土遺物な し。

7号土羨  Elグ リッ ドに位置す る。北半分 を石垣 により攪乱 されている。東西 70cm、 深
さ10cmを 測 る。遺物 は検 出されなかった。

8号土羨  Elグ リッ ドに位置す る。 7号土療同様、北半分 を石垣 により攪乱 されている。
東西 88cm、 深 さ12cmを 測 る。遺物 は検 出されなかった。

9号上羨  集石土羨。 10号土羨 と重複 し、北側 は石垣 により攪乱 されている。プ ランは不
正方形 を示 し、東西 370cm、 南北 (現存 )324cm、 深 さ30cmを 測 る。南束部分 に人

頭大前後の石が 50イ回ほど重畳 している。土師質土器片、陶磁器片、古銭 1点 が確

認 されている (図 6図 )。
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10号土羨  Dlグ リッ ドに位置 し、 9号土羨 に重複す る。東西 200cm、 南北 130cln、 深 さ50
cmを測 る。 9号土羨の石の流れ込みが認め られ るが、遺物 は検 出されなかった。

[溝 跡 ]
1号 溝  B2グ リッ ドに位置す る。南 を石垣 により攪乱 されていた。検 出部分で長 さ400

cmを測 る。方向はN-120°一Wで一部二股に分かれ る。断面はU字 を示す。遺物 は
検 出されていない。

2号 溝  Dlグ リッ ドか らD2グ リッ ドに円弧状 に至 る。南端部 は石垣 により攪乱 され
る。現存部分で長 さ600cm、 最大幅は60cmを浪1る。Clグ リッ ド内で二股 に分かれ
途切れ る。部分的にはU字の断面形 を示すが、月ヽ竪穴な どの重複が多 く、底面か
ら壁面 にかけて凹凸が激 しい。遺物 は検 出されなかった。

3号 溝  Dlグ リッ ドか らD2グ リッ ドに続 く直線的な溝である。南端 を石垣 により攪
乱 され、北端部 は 9号土羨で壊 され る。長 さ600cln、 幅 40cm程で N-17°一Wを 向 く。
断面 はU字 を示すが、底面・壁面 とも凹凸が多い。遺物 は検 出されなかった。

4号 溝  Dlグ リッ ドか らD2グ リッ ドに至 る。 3号溝 に直行す る形で作 られていた。
東端 を 1号土療 に壊 され、西側で 5号土羨 を壊 している。長 さ460cm、 幅30cmを 測
り、方向はN-60°一 E。 断面 はU字 を示す。遺物 は検 出されなかった。

5号 溝  Elグ リッ ドか らE2グ リッ ドに至 る。 4号溝 に直行 し、南端部 は石垣 によっ
て攪乱 されていた。長 さ330cm、 幅30cmを浪1る 。方向はN-30°一W。 遺物 はない。

6号 溝  Blグ リッ ドに認め られ る小 さな溝跡である。長 さ110cm、 幅 30clnを 測 りN-55°
一 Eを 向 く。断面形状 はU字状 を呈す る。遺物 は検 出されていない。

[小竪穴](ピ ッ ト)
114基の小竪穴が確認 された。調査区東部 に集中 している。直径 20cm～ 50cln、 深 さ15cm～ 50
cmと まちまちで、大 きさ、深 さともに規貝U性 は認め られない。

この小竪穴群の中で も、 Blグ リッ ドか らClグ リッ ドにかけて確認 された、貼 り床状
の堅い面の直下 に検 出された小竪穴 (網掛 け部分 )は、他の小竪穴 とは時代的に異なって
いる。小竪穴中の遺物 は皆無である。

(2)遺物 (第 7図 )
9号土羨か ら出土 している。土器 5点、灰釉陶器 2点、青磁 1点。古銭 1点 である。
[上師質土器 ]

1は ロクロ整形の痕跡が認め られ る、推定 日径 5.5cmの 小型の皿である。胎土 は粗 く焼成
も悪い。 2及び 41よ 土製の鍋であろう。 ともに外面 は火熱 を受けた痕跡が認め られる。胎
土 は粗 く焼成 も悪い。集石上部か ら検 出された。

[陶 磁 器 ]
7は青磁の 日縁部の破片である。外面 に飼蓮弁文様が認め られ る。胎土 は緻密で焼成 も
良好である。 13世紀 中葉の竜泉窯系 Bl類 に比定 され る。 6及び 8は灰釉陶器の 日縁部の
破片である。胎土 は緻密で焼成 も良好である。表面及び内面の一部 に若千釉が認め られ る。

[古 銭 ]

熙寧元費 (北宋銭  1068年初鋳 )で ある。北壁際か ら検 出された。表面・裏面 とも摩耗
が著 しい。
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2 2区 の遺構 と遺物

2区では細 い溝跡 1本及び土羨 5基、小竪穴 (ピ ッ ト)7基 が検 出された (第 8図 )。 遺
構面か ら重機しつ爪跡が確認 され、部分的に攪舌とを受 けたこ とが明 らかである。

[上 娠 ]
1号土羨  D5グ リッ ド中に確認 された。東西 92cm、 南北 88cmの ほぼ円形 を呈 し、深 さは

22cmを 測 る。 2号土羨 と一ふ部重複 している。遺物 は確認 されていない。
2号土羨  D5グ リッ ド中に位置す る。東西 114cm、 南北 120cmの ほぼ円形で、深 さは30cm

を測 る。遺物 は確認 されていない。

3号土羨  D4グ リッ ド中に確認 された。東西 114cm、 南北 108cmの 円形 を呈 し、深 さは30
cmを浪1る 。遺物 は確認で きなかった。

4号土羨  D4グ リッ ド中に確認 された。東西 76cm、 南北 80clnの ほぼ円形 を呈 し、深 さは
最深部で 32cmを 測 る。遺 4//は確認 されていない。

5号土羨  C4グ リッ ド中に確認 された。北側 は石垣 によ り攪乱 を受 けている。東西 128cm
の不I方形 を呈 し、深 さは15cmを 測 る。遺物 は確認 されていない。

[そ の他の遺構 ]

1号溝跡  B4グ リッ ドか らC4グ リッ ドにかけて検 出 された。長 さ760cm、 幅は最大 で 40
cm、 深 さは最深部で 17cmを 測 る。方位 はN-80°一 Eで、浅 いU字状か らレンズ状
の断面形 を呈 し、 C4グ リッ ド内で消滅す る。遺物 は検 出 されていない。

月ヽ 竪 穴 小竪穴 は 7個確認 されている。大 きさはまちまちで並び方 に も規則性 は認め ら
れなかった。

3 3区 の遺構 と遺物

調査面積 は200m2余 り、縄文時代前期の調査区で、遺構 として上羨 10基 (SK l～ 10、 うち

1基 は集石遺構 )と 性格不明遺構 (SX l)が確認 された (第 9図 )。

(1)遺構
[上 帳 ](第 10～ 12図 )
1号土羨  D9グ リッ ドか ら検 出された。長径 136cm、 短径 112cmの 楕円形で、深 さは20cm

程である。人頭大の礫が混 ざ り込み、諸磯式土器 と混在す る。

2号土羨  D9グ リッ ドか ら検 出された。東側 を 3号土羨 に切 られ る。長径 90cm、 短径 78
cm、 深 さ21cmを 測 る。人頭大の礫 とともに、諸磯式土器が確認 された。

3号土羨  C9グ リッ ド中か ら検 出された。西側 の掘 り込みで 2号土羨 を切 っている。長
径 100cm、 短径 80cm、 深 さ10clnを 測 る。 2号土羨同様、人頭大 の礫 とともに諸磯式
上器が検 出されている。

4号土羨  C9グ リッ ド中か ら検 出された。長径 100cm、 短径 92cm、 深 さ25cmを 測 る。礫 が
2つ確認 されたのみで、遺物 は検 出されなかった。

5号土羨  C8グ リッ ド中か ら演 出された。西側 を 6号土羨 により切 られている。短径 102
cm、 長径 140cm、 深 さ20cmを 測 る。遺物 は検 出されていない。

6号土羨  C8グ リッ ド中にあ り、 5号土羨 を切 っている。長径 80cm、 短径 74cm、 深 さ25
cmを測 る。諸磯式土器が検 出されている。
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7号土羨  B9グ リッ ド内か ら確認 された。長径 222cm、 短径 162cmの 楕円形で部分 的 に拳
大か ら人頭大の礫が重畳 してお り、集石土羨の可能性 を示 している。諸磯 式土器

が確認 されている。

8号土羨  C9グ リッ ド中に検 出された。長径 46cm、 短径 44cmの ほぼ円形で、深 さ10cmを
浪1る 人頭大の礫 とともに諸磯式上器が横位で確認 された。

9号土羨  C8グ リッ ド中か ら検 出された。長径 108cm、 短径 78cm、 深 さ50cmを 測 る。諸磯
式上器 を埋設 し、内部 に拳大か ら人頭大の礫 を充填 した痕跡が認め られ る。

10号土羨  集石土羨」北西の壁のみ検 出されたが、東側の一部 は試掘坑 により攪乱 されて
い る。 自然礫が無数 に重畳 してお り、その中か ら諸磯式上器及び瑛状耳飾 りが検

出 された。

E性格不明遺構 ]

D8グ リッ ドを中心 に検 出された。長軸 474cm、 短車由424cmの 不正方形のプ ランを呈 し、
掘 り込みは46cmを 測 る。南側 内部 に小竪穴 (柱穴 )が 1基検 出された。遺物の出土量 は多
い ものの炉跡や貼 り床等、住居跡 に付随す る施設 は確認で きなかったため性格不明遺構 と

した。有孔土器 を始め、諸磯 b式土器が多数検 出 されている。

(2)遺物
縄文土器 (諸磯 b式 )、 石器 (石鏃、瑛状耳飾、磨石 )、 土製模造品が確認 された。
E土 器 ]
図示 した57点 の上器 を、器形及び文様 によって次の とお り分類 した。
1類  深鉢CAl 縄文のみを使用 して施文す るもの (第 13・ 14図 )
2類  深鉢KBl 浮線文 を用 いるもの (第 15図 )
3類 深鉢⑥  沈線 により文様 を描 くもの (第 16図 )
4類  有孔土器及び浅鉢 (第 17・ 18図 )
5類  他地域の影響が認め られ るもの (第 19図 )

1  類 器体全面 に縄文 を施す。 日縁部 は内湾 し、 2対 4単位の波状 を示す。 この うち
1及び 3は波頂部 にボタン状突起が認め られ る。ともに性格不明遺構 (SXl)か ら
の出土である。 2は 10号土羨か らの出上であるが、ボタン状突起 は認め られず、
胴部の屈曲 も認め られない。 4は調査区一括の遺物で、 日唇部 にきざみ を持つ土
器である。 また 5及び 6の 上器 は、縄文の地文 に円形竹管文 を付 けている。
第 14図 は底部である。不明瞭なが ら若干縄文が認め られる。

2  類  浮線文 を貼 り付 け、へ ら状工具で刻み を付 ける。 12及び 13は 4単位 の波状 日縁
を呈す るもの と思われ、波項部 に明瞭な突起が認め られ る。 13は縄文 を地文 に し

ている。 12が 日縁部文様帯か ら連続的 に胴部へ続 くのに対 し、 13では、 日縁部文

様帯 と胴部文様帯 とを一度区切 っている。 ともにSXlか らの出土である。
16は 日縁部であるが、外反 し波状 を呈す る。浮線 (隆帯)に ヘ ラで刻み を付 け
るが、不明瞭である。遺構外か ら出上 した。14は SX10か ら出上 した日縁部で ある。
日唇部 に刻みを付 け、浮線及びヘ ラで付 け られた刻みは明瞭である。

3  類  文様 の構成が沈線 によるもの。 23は 8号土羨か らの出土土器である。 キャ リパ
ー状 に屈曲す る日縁部で、 日唇部 には 2個で 1単位 とした 4単位の突起が認め ら
れ る。 日縁部文様帯及び胴部文様帯上部 には水平な平行沈線が、 またキャ リパー

状 に屈曲す る部分及び胴部中央 には斜方向の平行沈線が認め られ、最 もくびれ る

頸部直下 には擦 り消 し帯が認め られ、「 く」の字型に緩 く屈曲す る。
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37は 10号土羨 か ら出土 した。 キャ リパー状 に内湾 し、突起 を持つ。 口縁部文様

帯及び胴部 にかか る部分 には水平方向の沈線 を付 し、間に蕨手状の沈線 を施す。

34は蕨手状の隆帯 をそのまま突起 にす る。下部 には同心円状の沈線 を施す。

38か ら43ま で はいずれ も平行沈線の中に爪形の刻みを充壊す る。 41は有孔土器

の可能性 があるだろ う。SXlか らの出上である。

類  孔有土器及び浅鉢形土器及び底部である。性格不明遺構 か ら確認 された45の 上

器 は、平行沈線の中に爪形文 を充填 した ものである。屈曲部の上面、下面 ともに

文様 を施 し、有孔部分及びその両側 はなでつ け した結果、微妙 に盛 り上がつた部

分 にヘ ラで刻み を入れている。区画 された各文様 の間は丁寧 に磨かれている。

3号土羨 出上の有孔土器 は無文で胴部下半 に屈 曲部 を持つ (48)。 肥大 した日唇

吉Бttに は 2本の粘土糸とを貝占イ寸し、 聞に垂直方向に子Lを あけている。 全体Cttに は四

分 の一弱の残存であるが、孔 は 1つ しか確認 されなかった。一括採取 された46の

土器 は、 日唇部 に細 い線の文様が認め られ る。 この土器 は肥大 した日唇部 に沿 う

ように孔 をあけている。 47は、 日唇部が直角 に折 れ曲が るが、その直下 に孔 をあ

けている。有孔土器のバ ラエテ イー として県 内で も希有な例 である。

類 他地域か らの影響の強い土器 をまとめた。 54及び 55は頸部の屈曲部分か と思わ
れ る。粘土紐 を貼 り付 け、 は しご状の文様帯 を形成す る。 また56は底部直近の部

分であるが、 や は り米占土紐 を貝占リイ寸けは しご状 あるいイま交差 させてし再る。 57は縄

文の地文 に 2本単位で平行 に粘土紐 を貼 り付 け、 その内部の縄文 を擦 り消 してい

る。東海か ら関西地方の影響か と思われ る。

E土製模造品](第 20図 )
性格不明遺構か ら 1点 のみ確認 されている。勾玉 を模 した ものであろうか、一方の端が

欠落 しているため、詳細 は不明である。胎土・焼成 ともあま りよくはない。

[石  器 ](第 20図 )
石  鏃  6点 が出土 した。無茎の石鏃 5点 はいずれ も黒曜石製であ り、基部 に挟 りをい

れた凹基無茎鏃 である。 2は有茎鏃である。

磨   石  3区 サブ トレンチ内か ら 1点検 出された。中央 に くばみを有 し側面 を磨 りに利
用 した と思われ る。花南岩製で長径 11.Ocm、 短径 5.4cm、 厚 さ5.5cmを 測 る。

哄状耳飾  10号土療 か ら検 出された。チャー ト製で半分が欠落す る。孔 は制離 した面から開

けられているが、実測可能な部分で 1ま大径 5 mm、 /Jヽ径 3 mmを 測 る。大 きさは推定

で外径 3.6cm、 内径が 1.4cmを 測 る。塗彩 は施 されていない。

4区の遺 構 と遺 物

幅 2mで十文字に トレンチを入れ調査 を実施 した。耕作土を除去すると粗砂層にな り、
以下礫層に達する。遺構面は存在せず、遺物 も分布 していなかった。
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第 3章 ま と

第 1節  米草遺謝の展開

米革遺跡の範囲は、詳細 な試掘調査 により北へ延びないこ とが明 らかになった。西側 に

は荒チIIが障壁 にな り、 また東側 は片山の裾野で、比高差 80mを 測 る崖 になるため、双方ヘ

の展開 も推測 しがたい。

該期の集落の広が りについて 『花鳥山遺跡』では、天神遺聞・釈迦堂遺跡 と比べて調査

面積が格段 に少ない としなが ら、、「花鳥 山丘陵は北側 に張 り出 しを持つ ものの基本的には

舌状台地であることが明 らかである。 この状態で等高線 に沿 うような形で住居跡群が展開

す ることは、必然的 に集落全体 とすれば馬蹄形 を呈す るこ ととなる」とし、最大 166mに お

よぶ集落展開の可能性 を示 した (長沢 1989)。 また大泉村の天神遺跡 については「ここでは

諸磯 boC式 期の住居跡 49軒、土羨 480基以上が調査 されてお り、住居跡群の内側 に土羨群
が位置す る傾向があ り、馬蹄形 あるいは環状集落 とな るこ とが推定 され る。 (中 略)集落の

西側 は浅 い谷 となってお り、それによって制限 され る部分 まで集落の展開が想定 され、外

径 は120m～ 150m程度 と考 え られている」 と一定規模 の広 が りを示 している。米車遺跡 も

同時期の遺跡 として一定規模 にその展開を考 えられ るな らば、南及び南東方向への展開 を

考 えざるを得 ない。

本遺跡の南及び南東方向に位置す る縄文時代の追跡 としては、金塚西遺跡、西大坂 A遺
跡、西河原追跡、榎 田遺跡、音羽遺跡な どをあげるこ とがで きる。中期か ら後期 に至 る遺

物が確認 されている。 この うち本遺跡 に距離的に近 い榎 田遺跡 は、平成 4年度 に山梨県埋

蔵文化財セ ンターにより発掘調査が実施 され、縄文前期末 (十三菩提式 )、 中期初頭 (五領

ヶ台式)及び後期 (堀 之内式 )の遺物が報告 されてい るが、遺構か ら検 出された ものは五
領 ヶ台式上器のみである。

また山梨県埋蔵文化財セ ンターで平成 4年 に発掘調査 された音羽遺跡では、 A区及び B
区か ら、遺 1寺外 としなが らも諸 1唆 b耳ミ土器が検 出さヤとてい る。本遺跡か らイま2.5kmほ ど南 に

離れているが、甲府市内の荒川扇状地上で唯一確認 され る同時期の遺跡 になる可能性 を秘

めている。

所在 を敷島町 に求めてみ ると、荒川対岸の大塚遺跡か らは、小破片であるが、諸稜 b式

上器の出上が報告 されている。また400mほ ど南 に下 った位置か らには、諸磯 C式土器 を出

土す る塚 田遺跡がある。土器形式上、 1段階後の編年的位置づ けにな る。 さらに南の松 ノ

尾遺跡か ら諸磯 C式土器が出土 していることが報告 されているが、時期的 にも位置的に も

米草遺跡 とのつなが りを考 えるには無理がある。

ところで、本調査 区の中に見 られ る標高330mの等高線 は、片山に沿 うように東へ続 いて

い き350mの等高線 とともに片山南斜面 に舌状台地 を形成す る。これ まで扇状地 を見 て きた

が、 この舌状台地の西端 に位置す ると考 えた とき、米革遺跡が山宮団地南端か ら西甲府病

院の方向へ広が る可能性 をもっていることがわかる。分布調査及び発掘調査例の増加 を待

って今後 さらに検討 してい きたい。

第 2節  米草遺跡出上の諸磯式上器 について

米車遺跡 は、諸磯 b式期 を主体 とした遺跡であ り

出された。 これ らの土器 については前述 した とお り

同期 の上器 が あ る程 度 ま とまって検

施 文 用具 及 び施 文 方法 よ り分類 して
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きたが、 ここで改めて編年的な位置付 けを考 える。

新津健氏は天神遺跡か ら出土 した諸磯 b式土器の器形 に着 目し「 この ような器形の変遷

の中で、特 に口縁部の屈折 による幅の変化が、文様構成 に大 きい変化 をもた らしているも

の と考 え られ るが、この傾向は沈線文糸土器 に非常に顕著である。」としなが ら 3期 に分類

し、谷 口康浩氏の変遷 に当てはめて「天神 I段階が谷 口氏の第二様式か ら第六様式、天ネ申

H段階が第六様式か ら第七様式、天神Ⅲ段階が第七様式 となろ うか。 ここでは I段階を b

式 中段階 (新 )、 H段階 を b式新段階 (古 )、 Ⅲ段階を b式新段階 (新 )と してお きたい。」
とした。

一方県 内での諸磯式土器の編年研究 に係 わ る最新の文献 は、今福利 恵氏による『前期後

半 (諸磯式土器 )』 か と思 われ る。この中では「縄文 を地文 として亥1み のある浮線文 によっ

て特徴づ けられ るが、爪形文 によって文様が描かれ るbl段 階、浮線文が盛行す る b2段
階、沈線文が盛行す る b3段 階に細分 され、 さらに b2段 階は文様 モチーフや器形 などか
らさらに細分 される。県内では b2段 階か ら遺跡数が増 え、大 7Fk村御 F~/r遺跡、 F司ヌ謝申遺跡、
花鳥山遺跡な どにまとまった資料が見 られ る。 こうした状況か ら諸磯 b式上器 を bl、 b

2古、 b2中 、 b2新 、 b3に 5細分 した。」 としている。
これ らを参考 に米車遺跡の上器年代 を考 えると、深鉢型の上器 はいずれ もb2(新 )段
階 に当てはめることがで きるが、浅鉢型の上器 (有孔土器 を含む)は b2(古 )か らb2
(新 )ま で と若千幅がある。ただ 10号土羨 出土の34番の上器 は、 日唇部か ら沈線で模様付
けさ、それが 自然 に隆帯 にな り、 さらに蕨手状 に盛 り上がって波項吉陣♂は突起 として機能
している。 この器形 は県内の諸磯式土器の中では初見 あろう。

ところで米草遺跡の有孔土器 について、孔の位置及び方向につ いては次の 3つ のパ ター

ンを確認す ることがで きた。

ノくター ンA 日唇部 に縦 にあけ られ るもの
アくター ンB 日唇部直下 にあけ られ るもの (縦穴か横穴かで細分 が可能 )
パ ター ンC 口縁部が屈曲す る位置 に横方向に空けられ るもの

パ ター ンAに該当す るのは第 18図 48番で、 b2(古 )段階に位置付 け可能である。パ タ
ー ンCに該 当す るのが第 17図 47番 であ り、 日唇部の特徴か らb2(古 )か らb2(中 )段
階に位置づ けられ、他 はノくター ンBに あたる。パ ターンBは b2(古 )か らb2(新 )ま
で当てはめ ることが可能であろう。パ ター ンBで も46番の土器 は、外か ら中へ上向 きにあ

け られていると言 うように、同一パ ター ンの中で も変化 は認め られ る。

県 内で見 た とき、パ ター ンCに見 られ るような横方向の穿孔 は、塩 山市獅子之前遺跡 3

号住居か らか ら出土 していて、時期的には b2(古 )段階に置 いている。 しか しパ ター ン
Aの ように肥大 した 日唇部 を貫通す るようにあけられた有了L土器 は発見で きない し、パ タ
ー ンBの 中で、上向 きの穿孔 も確認で きない。
前述 した とお り、米革遺跡の浅鉢型土器 は bl(古 )か らbl(新 )に至 る時期 の中で捉 え
ることが可能であ り、穿孔方法 のパ ター ンは bl(古 )の 範疇の中に納め られ る。類例 に乏
しいため今回は深 く踏 み込む ことはで きないが、孔の位置 と方向 については時期差 による

変化ではな く、同時期の中でのパ ター ンとして捉 えてお きたい。
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図版 1

遺跡遠景

1区仝景
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1区西部近景



図版 2

1区の遺構 (|)
10号土損

検出状況

遺物検出状況
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完掘状況



図版 3

1区の遺構 (2)
1区小竪穴
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図版 4

2区の遺構

2区東部

2区西部
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2区 1～ 3号土娠
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図版 5

3区の遺構 (|)

1号土娠

2。 3号土境

す琴1群
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1～ 3号土娘完掘状況



図版 6

3区の遺構 (2)
6号上壊

検出状況

堆積状況
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完掘状況



図版 7

3区の遺構 (3)
7号上帳

検出状況

遺物出土状況
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完掘状況



図版 8

3区の遺構 (4)
8号土娠

検出状況

遺物確認】犬況①
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遺物確認状況②



図版 9

3区の遺構 (5)
10号上娠

検出状況

遺物確認状況①
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遺物確認状況②



図版 10

3区の遺構 (6)
性格不明遺構

確認】犬況

遺物検出状況①
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遺物検出状況②



図版 11

4区

検出状況①

検出状況②
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土層確認状況



図版 12

1区の遺物

土師質土器①

土師質土器②

『

』
陶磁器 等
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図版 13

3区の遺物(I)

1類の上器①

1類の上器②

-38-

1類の上器③



図版 14

3区の遺物(2)

1類の上器④

1類の上器⑤

-39-

1類の上器⑥



図版 15

3区の遺物(3)

2類の上器①

2類の上器②

2類の上器③
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図版 16

3区の遺物(4)

2類の上器④

3類の上器①
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3類の上器②



図版 17

3区の遺物(5)

簿

3類の上器③

3類の上器④
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4類の上器①



図版 18

3区の遺物(6)

4類の上器① (裏面)

4類の上器②
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4類の上器③



図版 19

3区の遺物(7)

4類の上器④

4類の上器⑤
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5類の上器



図版20

3区の遺物(8)

驚
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∈
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石鏃

映状耳飾・上製品
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